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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体の内容物を外部空間域に放出するための放出操作部の操作終了にともない作動
モードから静止モードへ復帰する放出口対応の弁部材により、内容物通路域の放出口近く
の部分をその上流側からシャットオフしてそこの残留内容物を放出口から外部空間域に押
し出す内容物放出機構において、
　前記弁部材を静止モードに付勢する弾性部材を備え、
　前記内容物通路域は、
内容物放出弁作用および内容物通過作用を呈するステムから開口部を経て前記弁部材の移
動空間域およびその出力部としての前記放出口へいたる通路域であり、
　前記放出操作部は、
前記弾性部材の側に相当する後方へのスライド操作で前記放出口より上流側の前記開口部
のシャットオフ状態を解除し、それに続く共用の押下げ操作で前記ステムの内容物放出弁
を開状態とし、
　前記弁部材は、
内容物放出操作終了後、前記弾性部材の作用により内容物放出の作動モードから静止モー
ドへ自動復帰し、
この自動復帰の途中で前記開口部を通り過ぎて前記上流側とのシャットオフ状態に移行す
ることにより、前記放出口から自弁部材の放出口側面部分までの鞘状空間域を形成して、
この鞘状空間域の残留内容物を前記放出口から前記外部空間域に押し出す、



(2) JP 6731741 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

　ことを特徴とする内容物放出機構。
【請求項２】
　前記弁部材は、
静止モードへの前記自動復帰にともない、
前記開口部を包含した、閉状態の前記ステムから自弁部材の開口部側面部分までの閉空間
域を形成して、この閉空間域の残留内容物を前記放出口から前記外部空間域に流出しない
形で保持する、
　ことを特徴とする請求項１記載の内容物放出機構。
【請求項３】
　前記弾性部材は、
前記放出操作部および前記弁部材と一体化され、
作動モード設定操作にともない静止モードから作動モードの状態へと自弾性力に抗しなが
ら変位する、
　ことを特徴とする請求項１または２記載の内容物放出機構。
【請求項４】
　前記弾性部材は、
その自由端側が前記容器本体のカバー部に案内される、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の内容物放出機構。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の内容物放出機構を備え、かつ、前記容器本体
に噴射用ガスおよび内容物を収容した、
　ことを特徴とするエアゾール式製品。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の内容物放出機構体を備え、かつ、前記容器本
体に内容物を収容した、
　ことを特徴とするポンプ式製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内容物放出操作終了にともない静止モードへ自動復帰する放出口対応の弁部
材により、内容物通路域の放出口近くをその上流側からシャットオフしてそこでの残留内
容物を放出口から外部空間域に押し出す内容物放出機構に関する。
【０００２】
　また、このシャットオフ相手の上流側内容物通路域を静止モードの閉空間域に設定して
、そこでの残留内容物が静止モード復帰後に放出口などから外部に流出しないようにした
内容物放出機構に関する。
【０００３】
　このような放出口近くの通路域の残留内容物に対する外部空間域への積極的な押し出し
や、この通路域の上流側でのシャットオフ空間域設定により、静止モード復帰後に、放出
口から外部空間域へ残留内容物が後発泡状態などで垂れて流出することを防止できる。
【０００４】
　本発明では、上述の放出口対応の弁部材を、弾性部材で静止モードの状態へ付勢してお
き内容物放出操作の際にはこの弾性部材に抗する形で作動モードへと移動させ、内容物放
出操作の終了にともないこの弁部材が静止モードへ自動復帰するようにしている。
【０００５】
　そのため利用者が、放出口近くの残留内容物押出し用の弁部材が静止モード，作動モー
ドいずれの位置になっているかなどを確認して弁部材の移動操作をおこなう、ことは一切
不要となる。
【０００６】
　本発明の内容物放出機構はエアゾール式製品やポンプ式製品に用いられる。例えば後発
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泡剤，ゲル状，クリーム状，粘性が高い液などの外、後述の各種内容物の場合に適用しえ
る。
【０００７】
　本明細書では、前後左右の位置関係について、放出口の横孔部６ｇの側を「前」、それ
とは反対の板バネ８ｅの側を「後」と記す。すなわち、図１～図３の左側が「前」、右側
が「後」となる。この前後方向と直交する方向を「左右」，「横」と記す。
【背景技術】
【０００８】
　従来、内容物放出操作の終了後に、放出口近くの内容物通路域がその上流側（ステム流
出側）からシャットオフされた状態で、この内容物通路域の残留内容物を放出口から外部
空間域に押し出す形の内容物放出機構が提案されている（特許文献１参照）。なお、以下
の背景技術説明におけるカッコ内の数字は特許文献１で使用の参照番号を示している。
【０００９】
　この特許文献１における残留内容物の押出し作業に際しては、内容物通路域に配設した
中軸〔21〕の操作部〔23〕を、利用者が、内容物放出操作終了後の新たな手動操作で噴射
筒〔6〕の先端まで移動させている。
【００１０】
　すなわち、放出口近くの内容物通路域の残留内容物を放出口から外部空間域に押し出す
ためには、利用者が、内容物放出操作後にこれとは別方向への中軸〔21〕駆動用の手動操
作を、それ専用の操作部〔23〕によりしなければならない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２０１１－１６２２２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　このように従来の、内容物放出操作終了後の放出口近くの内容物通路域の残留内容物を
放出口から外部空間域に押し出す内容物放出機構の場合、この押出し用部材を利用者が手
動操作で押出し方向に移動させている。
【００１３】
　そのため、利用者は、上記残留内容物を外部空間域へ押し出そうとするたびに、押出し
用部材（本発明の弁部材に相当）を放出口の方に自らの新たな手動操作で移動させなけれ
ばならず、使い勝手が悪く、利便性にかけるという問題点があった。
【００１４】
　そこで本発明では、上記残留内容物の外部空間域への押出し用弁部材を弾性部材で静止
モードの位置に付勢し、この弁部材が、内容物放出操作の際には弾性部材に抗する形で移
動して内容物放出操作の終了にともない静止モードへ弾性復帰するようにしている。
【００１５】
　このように内容物放出操作の終了にともなう弁部材の静止モードへの自動的な強制復帰
により、放出口近くで、ステム側からシャットオフされた内容物通路域の残留内容物に対
しての、この弁部材の外部空間域押出し動作の確実化を図ることを目的とする。
【００１６】
　また、この放出口近くの残留内容物の外部空間域への押出し動作に対する利用者の個別
操作の必要性をなくして、この押出し動作対応の内容物放出機構における利用者操作上の
利便化を図ることを目的とする。
【００１７】
　また、この押出し動作に加えて、押出し用弁部材の静止モード自動復帰にともない押出
し対象の放出口側部分の直上流側内容物通路域を閉空間域に設定して、静止モードにおけ
る残留内容物の放出口からの外部流出の確実な阻止化を図ることを目的とする。
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【００１８】
　また、押出し用弁部材の静止モード付勢用の弾性部材をこの弁部材および内容物放出操
作部と一体化して、これら内容物放出操作および残留内容物押出し動作の複数関連部品の
管理や、それの内容物放出機構としての組立て作業の簡単化を図ることを目的とする。
【００１９】
　また、押出し用弁部材を静止モード位置へ付勢する弾性部材の自由端部分が内容物収容
の容器本体のカバー部に案内される態様にして、この弾性部材配設に際しての自由度拡大
化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明は、以上の課題を次の内容物放出機構を用いることにより解決する。
（１）容器本体(例えば後述の容器本体１)の内容物を外部空間域に放出するための放出操
作部(例えば後述の操作部８)の操作終了にともない作動モードから静止モードへ復帰する
放出口対応の弁部材(例えば後述の弁部材７)により、内容物通路域(例えば後述のステム
通路部４ａ－縦筒状部６ｈ－縦孔部６ｊ－横筒状部６ｅからなる通路域)の放出口近くの
部分をその上流側からシャットオフしてそこの残留内容物を放出口(例えば後述の横孔部
６ｇ)から外部空間域に押し出す内容物放出機構において、
前記弁部材を静止モードに付勢する弾性部材(例えば後述の板バネ８ｅ)を備え、
前記内容物通路域は、
内容物放出弁作用および内容物通過作用を呈するステム(例えば後述のステム４)から開口
部(例えば後述の縦孔部６ｊ)を経て前記弁部材の移動空間域(例えば後述の横筒状部６ｅ
の内部空間域)およびその出力部としての前記放出口へいたる通路域であり、
前記放出操作部は、
前記弾性部材の側に相当する後方へのスライド操作で前記放出口より上流側の前記開口部
のシャットオフ状態を解除し、それに続く共用の押下げ操作で前記ステムの内容物放出弁
(例えば後述のステム孔部４ｂ)を開状態とし、
前記弁部材は、
内容物放出操作終了後、前記弾性部材の作用により内容物放出の作動モードから静止モー
ドへ自動復帰し、
この自動復帰の途中で前記開口部を通り過ぎて前記上流側とのシャットオフ状態に移行す
ることにより、前記放出口から自弁部材の放出口側面部分までの鞘状空間域(例えば後述
の鞘状空間域Ｓ１)を形成して、この鞘状空間域の残留内容物を前記放出口から前記外部
空間域に押し出す、
構成態様のものを用いる。
（２）上記（１）において、
前記弁部材は、
静止モードへの前記自動復帰にともない、
前記開口部を包含した、閉状態の前記ステムから自弁部材の開口部側面部分までの閉空間
域(例えば後述の閉空間域Ｓ２)を形成して、この閉空間域の残留内容物を前記放出口から
前記外部空間域に流出しない形で保持する、
構成態様のものを用いる。
（３）上記（１），（２）において、
前記弾性部材は、
前記放出操作部および前記弁部材と一体化され、
作動モード設定操作にともない静止モードから作動モードの状態へと自弾性力に抗しなが
ら変位する、
構成態様のものを用いる。
（４）上記（１），（２），（３）において
前記弾性部材は、
その自由端側が前記容器本体のカバー部(例えば後述の後方起立部６ｋ)に案内される、
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構成態様のものを用いる。
【００２１】
　本発明は、このような構成の放出口近くの残留内容物押出し作用を呈する内容物放出機
構ならびにこの内容物放出機構を備えて後述の内容物，噴射剤収容のエアゾール式製品お
よび後述の内容物収容のポンプ式製品を対象とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は以上の課題解決手段をとることにより、
(11)放出口近くで、ステム側からシャットオフされた内容物通路域の残留内容物に対して
の、弁部材の外部空間域押出し動作の確実化を図り、
(12)この残留内容物の外部空間域押出し動作に対する利用者の個別操作の必要性をなくし
て、押出し動作対応の内容物放出機構における利用者操作上の利便化を図り、
(13)残留内容物押出し対象の放出口側部分の直上流側内容物通路域を閉空間域に設定して
、静止モードにおける残留内容物の放出口流出の確実な阻止化を図り、
(14)内容物放出操作および残留内容物押出し動作の複数関連部品（放出操作部，押出し用
弁部材，弾性部材）の組立前管理や内容物放出機構としての組立て作業の簡単化を図り、
(15)残留内容物押出し用の弁部材を静止モード位置へ付勢する弾性部材の配設に際しての
自由度拡大化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】内容物放出機構の静止モードの上下方向断面状態を示す説明図である。
【図２】図１の操作部８を後方へスライドさせてから押し下げた作動モードの上下方向断
面状態を示す説明図である。
【図３】図２の操作部８への内容物放出操作を終了した後の図１の静止モードへの自動復
帰状態を示す説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　図１乃至図３を用いて本発明を実施するための最良の形態を説明する。
【００２５】
　上述したように本発明はエアゾール式製品およびポンプ式製品を対象としているが、以
下の記載では、単なる説明の便宜上エアゾール式製品の場合を前提とする。
【００２６】
　なお、以下のアルファベット付き参照番号の構成要素（例えばステム通路部４ａ，コイ
ルスプリング４ｃ）は原則として、この参照番号数字部分の構成要素（例えばステム４）
の一部または関連部分であることを示している。
【００２７】
　図１乃至図３において、
１は後述の内容物および噴射用ガスを収納した周知の容器本体，
２は容器本体１の開口端部側に取り付けられた周知のマウンティングカップ，
２ａはマウンティングカップ２の外側下端域に設定されて、それと容器本体１との間に後
述の環凸状部６ａが強く係合するアンダーカット，
３はマウンティングカップ２に係合保持されて、容器本体１から外部空間域への放出対象
内容物が貯留・通過し、また自内部空間域に後述のステム４の下側部分が配設される周知
のハウジング，
をそれぞれ示している。
【００２８】
　また、
４は後述のコイルスプリング４ｃの弾性力により上方向に付勢され、弁作用および内容物
通過作用を呈する上下動可能な周知のステム，
４ａは内容物通過用のステム通路部，
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４ｂはステム外周面のくびれ部分に設けられて、作動モードにおいてステム通路部４ａを
ハウジング３の内部空間域と連通させる弁作用部（バルブ作用部）として作用するステム
孔部，
４ｃはハウジング３の内部空間域に配設されて、ステム４を上方向に付勢し、これと連動
する後述のボタン作動部６ｃを静止モード位置に設定する周知のコイルスプリング，
５はその外端側部分がマウンティングカップ２とハウジング３の上端面部分とに挟持され
て、ステム孔部４ｂを、ステム初期位置の静止モードにおける閉状態と、ステム下動位置
の作動モードにおける開状態とに選択的に設定する環状で周知のステムガスケット，
をそれぞれ示している。
【００２９】
　また、
６はマウンティングカップ２のアンダーカット２ａに強く係合して、内容物放出操作にと
もないステム４を作動モード位置に下動させる機能を備えたワンタッチキャップ，
６ａはワンタッチキャップ６の内周面下端側に形成されてマウンティングカップ２のアン
ダーカット２ａに強く係合した形の環凸状部，
６ｂはワンタッチキャップ６を構成してこの環凸状部６ａの係合作用により容器本体側に
固定される筒状のキャップ作用部，
６ｃはキャップ作用部６ｂの前部分から上後方に回動可能な状態で連続形成されて、ステ
ム４の上端側外周面と係合するボタン作動部，
６ｄはキャップ作用部６ｂとボタン作動部６ｃとのいわば境界部分であり、このボタン作
動部の回動中心として作用する薄肉部，
６ｅはボタン作動部６ｃの上後側部分を構成して下流通路域の作用を呈する横筒状部，
６ｆは横筒状部６ｅの上外面部分であって後述の操作部８のスライド作動部８ａと当接す
る案内平面，
６ｇは横筒状部６ｅの前端側に形成された内容物放出用の放出口としての横孔部，
６ｈはボタン作動部６ｃの下後側部分を構成して上流通路域の作用を呈する縦筒状部，
６ｊは縦筒状部６ｈの上端側に形成された内容物通過用の開口部としての縦孔部，
６ｋはキャップ作用部６ｂの後側構成要素であってその内面に後述の板バネ８ｅの自由端
側を案内・保持するカバー部としての円弧状内周面の後方起立部，
６ｍは後方起立部６ｋの上端部分に連続形成され、後述の板バネ８ｅの自由端部分８ｆを
係止してそれが上方へ抜けるのを防止しえる円弧状の前向き庇状部，
をそれぞれ示している。
【００３０】
　また、
７は横筒状部６ｅの内部空間域の前後方向に配設されて後述の操作部８の内容物放出操作
と連動する弁部材，
７ａは弁部材７の前部分を構成して、放出操作終了後の静止モードへの復帰途中に後述の
鞘状空間域Ｓ１の残留内容物を外部空間域へ押し出す前弁部材（図３参照），
７ｂは前弁部材７ａの前端側に連続形成されてその外端部分が横筒状部６ｅの内周面に密
接する後広がりスカート状部，
７ｃは後広がりスカート状部７ｂの内側に連続形成されて後述の前円柱状部７ｆと嵌合す
る後開口の前中央鞘状部，
７ｄは弁部材７の後部分を構成して、放出操作終了後の静止モードへの復帰開始から復帰
後にわたり、前弁部材７ａとの協働作用により後述の外部遮蔽状態の閉空間域Ｓ２を設定
する後弁部材（図１，図３参照），
７ｅは後弁部材７ｄの後端側に連続形成されてその外端部分が横筒状部６ｅの内周面に密
接する前広がりスカート状部，
７ｆは後弁部材７ｄの前端側前方向に連続形成されて前中央鞘状部７ｃと嵌合する前方向
の前円柱状部，
７ｇは前広がりスカート状部７ｅの内側に連続形成されて後述の操作部８の後円柱状部８
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ｄと嵌合する後開口の後中央鞘状部，
をそれぞれ示している。
【００３１】
　また、
８は静止モード位置から後方へのスライド操作およびこれに続く押下げ操作により作動モ
ードを設定し、この操作の終了により図１の静止モード位置に弾性復帰する内容物放出操
作用の操作部，
８ａはスライド操作時に横筒状部６ｅの案内平面６ｆに当接してガイドされる平板状のス
ライド作動部，
８ｂはスライド作動部８ａの上面部分からなる操作面，
８ｃはスライド作動部８ａの下面後端側部分から下方に連続形成された垂下部，
８ｄは垂下部８ｃの前面側前方向に連続形成されて後中央鞘状部７ｇと嵌合する後円柱状
部，
８ｅは垂下部８ｃの下端部分から後方に前後方向縦断面が図示Ｕ字状の態様で連続形成さ
れ、その自由端側外周面が、いわば蒲鉾幅方向の曲面形状からなって後方起立部６ｋの円
弧状内周面に案内・保持される、弁部材の静止モード付勢用の板バネ，
８ｆは板バネ８ｅの端部であって、ワンタッチキャップ６の前向き庇状部６ｍとの係止作
用により操作部８の上方への抜けが阻止される自由端部分，
をそれぞれ示している。
【００３２】
　また、
Ａは内容物放出操作にともなう操作部８などの作動モードへの移動方向（図２参照），
Ｂは内容物放出操作の終了にともなう操作部８などの静止モードへの自動復帰方向（図３
参照），
Ｓ１は放出操作終了後の弁部材７の前方復帰によりその後広がりスカート状部７ｂの外端
部分が縦孔部６ｊを超えた位置まで移動したときに設定される、弁部材７の前面側から横
孔部６ｇまでの外部連通状態の鞘状空間域（図３参照），
Ｓ２は鞘状空間域Ｓ１の設定にともないこの直上流側に生じる、閉状態のステム孔部４ｂ
から弁部材７までの「ステム孔部４ｂ－ステム通路部４ａ－縦孔部６ｊ－横筒状部６ｅの
内周面と弁部材７の外周面との間の環状スペース」などからなる外部遮蔽状態の閉空間域
（図１，図３参照），
をそれぞれ示している。
【００３３】
　ここで、ハウジング３，ワンタッチキャップ６，弁部材７および操作部８は例えばポリ
プロピレン，ポリエチレン，ポリアセタール，ナイロン，ポリブチレンテレフタレートな
どからなるプラスチック製のものである。
【００３４】
　また、容器本体１，ステム４およびコイルスプリング４ｃは例えば金属製，プラスチッ
ク製のものであり、マウンティングカップ２は例えば金属製のものであり、ステムガスケ
ット５は例えばゴム製，プラスチック製のものである。
【００３５】
　図示の内容物放出機構の基本的特徴は、
(21)利用者が図１の静止モードの操作面８ｂを、方向Ａで示すように後方にスライドさせ
て押し下げることにより、放出口としての横孔部６ｇとステム流出側の縦孔部６ｊとが連
通した上で、ステム孔部４ｂが開状態に設定された図２の作動モードに移行し、
(22)上記(21)のスライド・押下げ操作の終了にともない、方向Ｂで示すように、コイルス
プリング４ｃの弾性作用でステム４・ボタン作動部６ｃが上方に移動し、かつ、板バネ８
ｅの弾性作用で弁部材７が前方に移動する図２→図３→図１の遷移により自動復帰し、
(23)図２の作動モードからこの弁部材７の前方への自動復帰の初期段階において図３に示
すように、縦孔部６ｊからシャットオフされた状態で横孔部６ｇを介して外部空間域と連
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通する鞘状空間域Ｓ１と、このシャットオフ状態の縦孔部６ｊ・弁部材７から閉状態のス
テム孔部４ｂまでの閉空間域Ｓ２とがそれぞれ設定され、
(24)鞘状空間域Ｓ１の残留内容物は、この初期段階に続く弁部材７のさらなる前方への移
動にともない弁部材７の前面部分で横孔部６ｇから外部空間域に押し出され、
(25)また、閉空間域Ｓ２の残留内容物は、上記初期段階およびその後の弁部材７の前方へ
の移動・静止モード段階のいずれにおいてもその閉空間域に保持されたままで、この残留
内容物が横孔部６ｇから外部空間域に流出するような現象は生じない、
ことなどである。
【００３６】
　図１の静止モードでは、コイルスプリング４ｃの弾性力により最上位置に移動したステ
ム孔部４ｂがステムガスケット５で閉塞され、かつ、板バネ８ｅの弾性力により最前位置
に移動した弁部材７に対応する鞘状空間域Ｓ１の容積は最小状態に設定されている。
【００３７】
　すなわち、外部空間域への内容物放出口の横孔部６ｇから上流側をみた場合、ハウジン
グ３までの間に弁部材７およびステム孔部４ｂのいわば二重弁がそれぞれ閉状態に、また
この横孔部の直上流側空間域（＝鞘状空間域Ｓ１）が最小容積に設定されている。
【００３８】
　このような設定状況の静止モードでは、閉状態のステム孔部４ｂから横孔部６ｇまでの
内容物通過用空間域（鞘状空間域Ｓ１＋閉空間域Ｓ２）の残留内容物がこの横孔部から外
部空間域に流出して例えば後発泡することを実質的に抑ええる。
【００３９】
　閉空間域Ｓ２の残留内容物はその内部に収容されたままであり、横孔部６ｇから外部空
間域に流出することはない。
【００４０】
　鞘状空間域Ｓ１の残留内容物は外部空間域に流出しえるがその量はきわめて少ない。
それは、図３に示すように、前回の内容物放出操作の終了後の静止モードへの復帰時に鞘
状空間域Ｓ１が弁部材７の前進作用で縮小されるからである。
【００４１】
　図１の静止モードの操作面８ｂを利用者が後方にスライドさせながら押し下げることに
より、ステム孔部４ｂが開状態に設定され、ボタン作動部６ｃの横孔部６ｇと縦孔部６ｊ
が連通した作動モードに移行する。
【００４２】
　ここで、静止モードの操作面８ｂの後方へのスライド操作にともない、板バネ８ｅは、
その自由端側（後側部分）が後方起立部６ｋの内周面に案内されてＵ字状底側部分の自弾
性力に抗しながら変形する。
【００４３】
　この変形作用により、垂下部８ｃ，後円柱状部８ｄおよびこれと一体の弁部材７が後方
方に移動して、その後広がりスカート状部７ｂの外端部分は横筒状部６ｅの縦孔部６ｊよ
りも後側に位置する。
【００４４】
　この後広がりスカート状部７ｂの後側への移動により、外部空間域への放出口である横
孔部６ｇと横筒状部６ｅへの流入口である縦孔部６ｊとが連通する。すなわち、バルブ作
動のステム孔部４ｂから外部空間域放出作動の横孔部６ｇまでが連通する。
【００４５】
　また、操作面８ｂの押下げ操作にともない、ボタン作動部６ｃが薄肉部６ｄを中心にし
て図示時計方向に回動し、ステム４を下方に駆動する。
【００４６】
　このステム４の下動にともない、ステム孔部４ｂと、外端環状部分がマウンティングカ
ップ２およびハウジング３に挟持固定されたステムガスケット５と、の開閉関係がそれま
での閉状態から開状態に移行する。
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【００４７】
　上述の横孔部６ｇと縦孔部６ｊとの連通およびこの開状態への移行にともない、容器本
体１の内容物は「容器本体１－ハウジング３－ステム孔部４ｂ－ステム通路部４ａ－縦孔
部６ｊ－横筒状部６ｈの前側内部空間域－横孔部６ｇ」の経路で外部に噴射される。この
経路は図２の矢印で示される。
【００４８】
　このとき、前弁部材７ａの後広がりスカート状部７ｂは、横筒状部６ｅの縦孔部６ｊよ
り後側の内周面にシール状態で密接しているので、噴射対象内容物がこのスカート状部か
ら後方に漏れるようなことは生じない。
【００４９】
　利用者が操作面８ｂへの後方スライド・押下げ操作を終了すると、ステム４，ボタン作
動部６ｃ，弁部材７および操作部８からなるいわば可動一体物は、図２の作動モードから
図１の静止モードへ自動復帰する。
【００５０】
　この自動復帰動作は、
(31)コイルスプリング４ｃの弾性力に基づいてステム４が上方向に移動し、
(32)板バネ８ｅの弾性力に基づいて垂下部８ｃ，後円柱状部８ｄ，前弁部材７ａおよび後
弁部材７ｄの一体物が前方向に移動する、
ことである。
【００５１】
　そして、図３に示すように、上記(32)の前弁部材７ａの前方向への移動途中におけるそ
の後広がりスカート状部７ｂの外端部分が横筒状部６ｅの縦孔部６ｊを通過し終わった段
階で、鞘状空間域Ｓ１と、その直上流側の閉空間域Ｓ２とが設定される。これらの鞘状空
間域Ｓ１および閉空間域Ｓ２にはそれぞれ放出対象の内容物が残留している。
【００５２】
　この鞘状空間域Ｓ１の残留内容物は、さらに前方へ移動する前弁部材７ａ（後広がりス
カート状部７ｂおよび前中央鞘状部７ｃ）の前面部分で押されて、横孔部６ｇから外部空
間域に流出する。
【００５３】
　この前弁部材７ａの前方移動に基づく、鞘状空間域Ｓ１の残留内容物の外部空間域への
流出作用により、図１の静止モードに自動復帰した段階ではこの外部空間域と連通状態の
鞘状空間域Ｓ１の容積は小さく、そこでの残留内容物も勿論わずかである。
【００５４】
　鞘状空間域Ｓ１とともに初期設定された閉空間域Ｓ２は、その後のさらなる前弁部材７
ａの前方への移動によっても内部容積が変化せず、そこでの内容物は静止モード復帰後も
外部空間域に何ら流出することなしに初期残留状態のまま維持される。
【００５５】
　このようにステム孔部４ｂから内容物放出用の横孔部６ｇまでの通路部を、利用者の内
容物放出操作終了にともなう弁部材７の前方向への自動復帰により、外部空間域連通の鞘
状空間域Ｓ１とその直上流側の閉空間域Ｓ２とにいわば二分している。
【００５６】
　そして、初期状態の鞘状空間域Ｓ１の残留内容物は弁部材７の静止モード位置までの移
動により横孔部６ｇから外部空間域に積極的に排出し、かつ、閉空間域Ｓ２の残留内容物
は横孔部６ｇからシャットオフした状態でいわば閉じ込めている。
【００５７】
　そのため、内容物放出用の横孔部６ｇへとつながる通路部の残留内容物がこの横孔部か
ら例えば後発泡状態で流出するといったことは生じない。
【００５８】
　図示の内容物放出機構の組み立て手順は、例えば
(41)前中央鞘状部７ｃに前円柱状部７ｆを嵌合して、前弁部材７ａと後弁部材７ｂとを一
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体化した弁部材７にする、
(42)上記(41)で組み立てた弁部材７の後中央鞘状部７ｇに操作部８の後円柱状部８ｄを嵌
合する、
(43)ボタン作動部６ｃを持ち上げた状態で、上記(42)で組み立てた操作部８の弁部材７を
後方から横筒状部６ｅに差し込む、
(44)ボタン作動部６ｃを元の静止モード位置に戻して、板バネ８ｅの自由端部分８ｆを前
向き庇状部６ｍの下側に設定する、
などとなる。
【００５９】
　本発明が、図示の実施形態に限定されないことは勿論であって例えば、
(51)作動モード設定操作を、ボタン作動部６ｃおよび操作部８の薄肉部６ｄを中心とした
図示時計方向への回動操作ではなく、ボタン作動部６ｃをキャップ作用部６ｂから分離し
た上下動自由な形での押下げ操作とする、
(52)弁部材７の、横筒状部６ｅの内周面とのシール作用部として、後広がりスカート状部
７ｂおよび前広がりスカート状部７ｅなどを設けない単純円柱・円筒形状の外周面を用い
る、
(53)板バネ８ｅに代えてコイルスプリングなどの任意の弾性部材を用いる、
ようにしてもよい。
【００６０】
　本発明が適用されるエアゾール式製品およびポンプ式製品としては、シェービングフォ
ーム，ムース，ヘアスタイリング剤，ヘアトリートメント剤，染毛剤，育毛剤，化粧品，
洗浄剤，清掃剤，制汗剤，冷却剤，筋肉消炎剤，食品，液滴状のもの（ビタミンなど），
医薬品，医薬部外品，塗料，園芸用剤，忌避剤（殺虫剤），クリーナー，消臭剤，洗濯の
り，ウレタンフォーム，消火器，接着剤，潤滑剤などの各種用途のものがある。
【００６１】
　容器本体に収納する内容物としては、液状，クリーム状，ゲル状など種々の形態のもの
を用いることができ、内容物に配合される成分としては例えば、粉状物，油成分，アルコ
ール類，界面活性剤，高分子化合物，各用途に応じた有効成分，水などが挙げられる。
【００６２】
　粉状物としては、金属塩類粉末，無機物粉末や樹脂粉末などを用いる。例えば、タルク
，カオリン，アルミニウムヒドロキシクロライド（アルミ塩），アルギン酸カルシウム，
金粉，銀粉，雲母，炭酸塩，硫酸バリウム，セルロースおよびこれらの混合物などを用い
る。
【００６３】
　油成分としては、シリコーン油，パーム油，ユーカリ油，ツバキ油，オリーブ油，ホホ
バ油，パラフィン油，ミリスチン酸，パルミチン酸，ステアリン酸，リノール酸，リノレ
ン酸などを用いる。
【００６４】
　アルコール類としては、エタノールなどの１価の低級アルコール，ラウリルアルコール
などの１価の高級アルコール，エチレングリコール，グリセリン，1,3－ブチレングリコ
ールなどの多価アルコールなどを用いる。
【００６５】
　界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウムなどのアニオン性界面活性剤、ポリオキ
シエチレンオレイルエーテルなどの非イオン性界面活性剤、ラウリルジメチルアミノ酢酸
ベタインなどの両性界面活性剤、塩化アルキルトリメチルアンモニウムなどのカチオン性
界面活性剤などを用いる。
【００６６】
　高分子化合物としては、メチルセルロース，ゼラチン，デンプン，カゼイン，ヒドロキ
シエチルセルロース，キサンタンガム，カルボキシビニルポリマーなどを用いる。
【００６７】
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　各用途に応じた有効成分としては、サリチル酸メチル，インドメタシンなどの消炎鎮痛
剤、安息香酸ナトリウム，クレゾールなどの除菌剤、ピレスロイド，ジエチルトルアミド
などの害虫忌避剤、酸化亜鉛などの制汗剤、カンフル，メントールなどの清涼剤、エフェ
ドリン，アドレナリンなどの抗喘息薬、スクラロース，アスパルテームなどの甘味料、エ
ポキシ樹脂，ウレタンなどの接着剤や塗料、パラフェニレンジアミン，アミノフェノール
などの染料，リン酸二水素アンモニウム，炭酸水素ナトリウム・カリウムなどの消火剤な
どを用いる。
【００６８】
　さらに、上記内容物以外の、懸濁剤，紫外線吸収剤，乳化剤，保湿剤，酸化防止剤、金
属イオン封鎖剤なども用いることができる。
【００６９】
　エアゾール式製品における噴射用ガスとしては、炭酸ガス，窒素ガス，圧縮空気，酸素
ガス，希ガス，これらの混合ガスなどの圧縮ガスや、液化石油ガス，ジメチルエーテル，
フロロカーボンなどの液化ガスを用いる。
【符号の説明】
【００７０】
１：容器本体
２：マウンティングカップ
２ａ：アンダーカット
３：ハウジング
【００７１】
４：ステム
４ａ：ステム通路部
４ｂ：ステム孔部
４ｃ：コイルスプリング
５：ステムガスケット
【００７２】
６：ワンタッチキャップ
６ａ：環凸状部
６ｂ：キャップ作用部
６ｃ：ボタン作動部
６ｄ：薄肉部
６ｅ：横筒状部
６ｆ：案内平面
６ｇ：横孔部
６ｈ：縦筒状部
６ｊ：縦孔部
６ｋ：円弧状内周面の後方起立部
６ｍ：円弧状の前向き庇状部
【００７３】
７：弁部材
７ａ：前弁部材
７ｂ：後広がりスカート状部
７ｃ：後開口の前中央鞘状部
７ｄ：後弁部材
７ｅ：前広がりスカート状部
７ｆ：前円柱状部
７ｇ：後開口の後中央鞘状部
【００７４】
８：操作部
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８ａ：スライド作動部
８ｂ：操作面
８ｃ：垂下部
８ｄ：後円柱状部
８ｅ：板バネ
８ｆ：自由端部分
【００７５】
Ａ：操作部８などの静止モードから作動モードへの操作移動方向（図２参照）
Ｂ：操作部８などの作動モードから静止モードへの自動復帰方向（図３参照）
Ｓ１：外部連通状態の鞘状空間域（図３参照）
Ｓ２：外部遮蔽状態の閉空間域（図１，図３参照）

【図１】 【図２】
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